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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年1月8日(2015.1.8)

【公開番号】特開2013-183813(P2013-183813A)
【公開日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-051
【出願番号】特願2012-49752(P2012-49752)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/496    (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/15     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/49     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｕ
   Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月14日(2014.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　ガスケットシート４４は、例えば、質量約１０～３０ｇ／ｍ２のＳＭＳ繊維不織布また
はスパンボンド繊維不織布を用いることができる。弾性体５３，５４としては、太さ約４
００～１２００ｄｔｅｘのストランド状またはストリング状の弾性体を約２．０～３．０
倍の伸長倍率で設けることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　図７を参照すれば、第１接合部５７および第２接合部５８は、第１および第２領域５５
，５６の縦方向Ｙへ延びるとともに、横方向Ｘへ離間して複数設けられる。第１および第
２接合部５７，５８は、横方向Ｘの最も外側に位置する両側部分５７Ａ，５８Ａと、それ
らの横方向Ｘ内側に位置する中間部分５７Ｂ，５８Ｂとをそれぞれ有する。両側部分５７
Ａ，５８Ａは、横方向Ｘにおける寸法が約２～２０ｍｍ、この実施形態では約１０ｍｍで
ある。中間部分５７Ｂ，５８Ｂは、横方向Ｘにおける寸法が約２～２０ｍｍ、この実施形
態では約５ｍｍであり、両側部分５７Ａ，５８Ａに比べて中間部分５７Ｂ，５８Ｂの寸法
が小さくされる。第１および第２接合部５７，５８の横方向Ｘにおける離間寸法は約１～
１０ｍｍ、この実施形態では約６ｍｍである。第１および第２接合部５７，５８は、例え
ば、ホットメルト接着剤等の公知の接着手段によって形成することができる。
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